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2令和７年５月26日発行　みよた議会だより　No.139特集

議会の仕事を知ろう!
～シリーズ「議員になろう③」～
議会の仕事を知ろう!
～シリーズ「議員になろう③」～

いよいよ！令和７年９月７日（日）は御代田町議会議員選挙です。
「議員になろう」シリーズ最終回の今回は、１年間の主な議会活動をご紹介します。

　このほかにも、一部事務組合などの会議や、町の行事への出席などの公務があります。 
また個人活動として、議案審議に必要な調査や研究活動、地域での情報収集活動などをおこないます。

3月
定例会

議会の
サイクル

9月
定例会

6月
定例会

12月
定例会

5月
議会だより

7月
議会だより

1月
議会だより

10月
議会だより

11月

4月2月

8月

定例会の流れ
開会日 議案の提案理由について

説明を受けます。

約
18
日
間
の
会
期
で
開
催

▼

一般質問 町の一般事務に関する
質問をします。

▼

議案質疑 議案に対して質問します。
▼

常任委員会 専門的かつ詳細に議案
審査をします。

▼

全員協議会
▼

閉会日 議会として最終的な意思
を決定します。

そのほかの議会活動
全員協議会
　毎月１回、町政上の重要な問題について、町から定期的に報告や説明を受けています。議員全員が集まっ
て開く会議であり、議案などの審議や審査はおこないません。

臨時会
　緊急性のある案件が生じた際など必要がある場合に、その案件に限り招集されます。

所管事務調査
　常任委員会が所管する事務について、調査事項（テーマ）を設定し、調査研究をします。約２年をかけ調
査し、結果を議長へ提出します。また内容により、提言書などを町長へ提出します。

広聴会（町民と議会の語る会、座談会）
町民の皆さんの考えなどをお聞きするため開催しています。
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95億4,188万円
 (前年度比5億4,458万円の増）

一般会計当初予算

令和７年度 当初予算を可決

大災害時のトイレ
不足に備える

町民の防災士を
養成2,653

万円
382
万円

トイレトレーラー導入 防災士養成研修講座委託料
　大規模災害時に発生するトイレ不足に備えるた
め、機動的に乗り付けられるトイレトレーラーを導
入する。予算計上当初はトレーラータイプを予定し
ていたが、トラックタイプが販売されたことによ
り、トラックタイプへ変更する予定である。

　令和６年度から５年間をかけ300名の防災士を養
成し、地域の防災力向上につなげていく。

トラックタイプに変更した場合でも予
算内で対応は可能か。

防災士にはどのような役割を担っても
らうのか。

　トラックタイプにすると、トレーラーよ
り室数が多く取れ、車椅子がリフトアップ
できる装置もある。金額もトレーラーより
もトイレトラックの方が安いため、この予
算内でできるものと考えている。

　本事業で防災士となった方を防災士ネット
ワークと位置付け、地域や職場、学校での防
災講演会依頼があった際には、講師として講
演する側になってもらうことを考えている。
　さらに、地域の防災訓練や災害時の避難
所開設や被害状況の確認なども担っていた
だき、地域防災力向上に協力いただくよう
進めていきたいと考えている。

問
問

答
答

歳出 歳出

　令和７年第１回定例会は２月28日召集、３月17日までの18日間の会期で開催され、人事案３
件、事件案１件、条例案14件、当初予算案９件、補正予算案７件、報告事項１件、契約案４件、
請願１件、意見書案１件の計41件を承認、可決しました。
　本定例会で提出された議案の中から、町民の皆さんの注目度が高いと思われる事業を、議員によ
る質疑とともにピックアップし、お知らせします。

　町長による議会招集あいさつでは、東
原西軽井沢線の橋梁下部工事や、中学校
体育館へのエアコン設置、トイレトレー
ラーの導入、児童家庭相談システムの導
入、地域おこし協力隊の雇用、雪窓湖遊
歩道の整備、無電柱化の促進、第６次長
期振興計画の策定などが令和７年度の主
要事業として挙げられました。

32億923万円
 (前年度比8,117万円の増）

他に公営企業会計として、御代田小沼水
道と公共下水道の会計があります。

令和７年度は８事業に注目!?

特別会計当初予算（６会計）
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こどもが生きやすい
社会の実現

町内企業の
魅力発信

ニーズに応える
子育て支援

地域おこし協力隊
の雇用

332
万円

958
万円

360
万円

1,791
万円

こども計画策定委託料

商工会補助金

多様な集団生活事業の利用支援

地域おこし協力隊関係経費

　“こどもまんなか社会”の実現に向け、「こども大
綱」を勘案した「こども計画」を策定する。

　商工業の経営支援や地域の活性化を図るための活
動をおこなう御代田町商工会事業全体への補助金で
ある。令和７年度は新規事業として企業ガイドの作
成をおこなう。

　地域や保護者のニーズに応えて地域において重要
な役割を果たし、小学校就学前のこどもを対象とし
た“多様な集団生活を提供している施設”を利用し
ている子どもの保護者に対し、経済的負担を軽減す
る観点から、その利用料の一部を助成する。

　移住関連事業や、町PR事業の企画運営を担う地域
おこし協力隊を雇用する。

「子ども子育て支援事業計画」との関連は。

令和６年度当初予算より598万円の増額
となっているが、理由は。

支援内容は。

空き家活用事業の隊員の業務内容は。

　令和６年度に第３期計画を策定している
「子ども子育て支援事業計画」は、「子ど
も子育て支援制度」を推進していくための
提供体制をどのように整え、支援を進めて
いくかを決めるための計画で、「こども計
画」は、「子ども子育て支援事業計画」の
ほか、「子どもの貧困対策計画」や「子ど
も・若者計画」の内容を含んだ、こども分
野の総合計画にあたるものである。

　町商工会と連携して町内企業ガイドを作
成する。この企業ガイド作成にかかる費用
を町商工会に補助金として支出し、企業ガ
イドの冊子の作成と専用サイトの立上げな
どしてもらう。
　町内に広く周知していくことで、町内出
身学生のUターンにつなげていきたいと考
えている。

“本事業実施要綱に定める資料を提出した
施設”に通園する児童が対象となり、現在
対象となる施設は１園で、こちらに通園す
る児童１人あたり月２万円を上限として助
成している。

　隊員には、都市計画係で実施する空き家
調査後に、空き家の所有者と接触してもら
いたいと考えている。空き家を所有されて
いる方は、相続の問題などで悩まれている
ため、そういった部分を隊員中心になって
対処し、空き家を利活用できればと考えて
いる。

問

問

問

問

答

答

答

答

歳出

歳出

歳出

歳出
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新しい体育館の
建設計画を作成

住民票などの
コンビニ交付

路線バス（佐久御
代田線）の運行

公園を綺麗に
保つ500

万円

753
万円

1,100
万円

2,260
万円

新社会体育施設基本計画等委託料

コンビニ交付事業経費 生活バス路線運行委託料

公園管理委託料
　新体育館を建設する基本計画の作成を委託する。
計画作成にあたり検討委員会が設置され、町民の意
見を聴取しながら作成される。

　マイナンバーカードや住民票の写し、印鑑登録証明
書などが全国のコンビニエンスストアなどでマルチ
コピー機から取得できる。

　朝に御代田駅から浅間総合病院方面行が出発し、
復路は夕方に浅間総合病院を出発する１往復であ
り、平日のみ運行している。（お盆と年末年始を除く。）

　公園や道路などを綺麗に保っていくことに注力する。

現時点での町の方針は。

委託料やシステム借上料でコストがか
さんでいるが、この２～３年の利用数
の推移は。 バスの運賃の値上げの予定は。また、

運行時間の見直しの予定は。

住民からの要望を踏まえ、管理体制の
改善につながる対応は。

　新しい体育館をB＆G海洋センターの敷
地一帯のどこかに建設する方針である。ヘ
ルスパイオニアセンターを壊してその上に
体育館を建てるのか、または駐車場になっ
ている部分などに建てるのかを議論して計
画を立てていきたいと考えている。
　また、町長の公約にあるトレーニング施
設も盛り込むような形で考えている。

　毎年伸びている。住民票や印鑑証明、戸
籍などがあるため、全体としての合計発
行枚数は令和４年度が2,028件、令和５
年度が3,214件、令和６年度は２月までで
3,254件となっている。

　バスの運賃は、佐久市との共同事業であ
り、佐久市との協議が必要であるため今の
ところ変更はない。同じ理由で運行時間の
見直しも予定していない。

　令和７年度から建設水道課に公共施設の
維持管理を専門とする係をおき、道路や公
園の維持管理を担当する。担当職員による
公園パトロールなどをこれまで以上に強化
できると考えている。
　公園管理の業務委託においては、請負事
業者から翌月の作業スケジュールを報告す
るよう仕様書へ追加する予定である。翌月
のスケジュールを把握することで公園の状
況から追加の業務発注が必要か検討するこ
とができる。

問

問
問

問

答

答 答

答

歳出

歳出 歳出

歳出
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全会一致の議案など
【町長提出】

条例の改正
議案 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案 可決
議案 職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例案 可決
議案 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案 可決

議案 御代田町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例案 可決

議案 御代田町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町滞在型農園施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町工業振興条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町商工業振興条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町町税条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例案 可決

議案
御代田町長の事務部局の内部組織の設置及び分掌事務に関する条例の一部を改正する条例案
政策推進課、政策推進係の新設及び、総務課に職員係、建設水道課に維持管理係、町民課にこども家
庭相談係を設置するもの

可決

予算　　　令和７年度予算の詳細は3～5ページをご覧ください
議案 令和７年度御代田町一般会計予算案 可決
議案 令和７年度御代田財産区特別会計予算案 可決
議案 令和７年度小沼地区財産管理特別会計予算案 可決
議案 令和７年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計予算案 可決
議案 令和７年度御代田町介護保険事業勘定特別会計予算案 可決
議案 令和７年度御代田町後期高齢者医療特別会計予算案 可決
議案 令和７年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算案 可決
議案 令和７年度御代田小沼水道事業会計予算案 可決
議案 令和７年度御代田町下水道事業会計予算案 可決
議案 令和６年度御代田町一般会計補正予算案（第９号） 可決
議案 令和６年度小沼地区財産管理特別会計補正予算案（第２号） 可決
議案 令和６年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算案（第５号） 可決
議案 令和６年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案（第５号） 可決
議案 令和６年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算案（第２号） 可決
議案 令和６年度御代田小沼水道事業会計補正予算案（第５号） 可決
議案 令和６年度御代田町下水道事業会計補正予算案（第５号） 可決
人事　　　詳細は８ページをご覧ください。

議案 御代田財産区管理委員の選任 同意
議案 副町長の任命 同意
議案 教育長の任命 同意
契約

議案 令和６年度 国補 社会資本整備総合交付金事業 雪窓公園整備工事請負契約の変更 可決

議案 令和６年度 町単 道路維持（除融雪）、庁舎管理事業 融雪剤保管積込倉庫ほか倉庫３棟建築工事請負契
約の変更 可決

議案 令和５年度 町単 庁舎管理事業職員駐車場（南浦工区）整備工事（債務負担）請負契約の変更 可決
議案 令和６年度 町単 歴史的遺産・民俗文化資産ふれあい収蔵庫建設工事請負契約の変更 可決
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動画配信中! 　Youtubeの御代田町議会チャンネルでは議案質疑や
一般質問など本会議の様子を動画で配信をしています。
　ご視聴、チャンネル登録をお願いします。

３月定例会
開会日①

３月定例会
開会日②

３月定例会
議案質疑

３月定例会
閉会日

その他
議案 三ツ谷地区世代間交流センターの指定管理者の指定 可決
請願　　　詳細は８ページをご覧ください。

請願 危機的農業経営に関する請願書 採択
意見書　　詳細は８ページをご覧ください。

発委 危機的農業経営に関する意見書 可決
報告

報告 令和７年度御代田町土地開発公社事業計画及び予算の報告 ―
【委員会提出】

条例の改正
発委 御代田町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例案 可決
発委 御代田町議会委員会条例の一部を改正する条例案 可決

表　
彰

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

荻原議長小井土議員
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人
事
案
件

▼請願はこうなりました▼
請願名 請願者 趣　旨 委員会意見

（◎が委員会の結果）
担　当
委員会

本会議
結　果

危機的農業経営
に関する請願

馬瀬口多面的
機能保全組合
会長
古越 日里

（紹介議員
山本 今朝和）

国内の食料生産を維持または、
増産するための振興策につい
て国へ意見書の提出をお願い
したい。

◎採択　
・農業予算の大幅増額を求め

てもいいのではないか。

町民建設
経済常任
委員会

賛成多数で
採択

意見書名 要　　　旨 提出先

危機的農業経営
に関する意見書

国内の食料生産を維持または、増産するための振興策について下記のとおり
要望する。
１．農家の所得を確保するための農業生産基盤の強化
２．農家経営が維持可能な農畜産物価格への適正な価格転嫁の推進
３．地域計画に基づく、農地の保全計画
４．スマ－ト農業など規模拡大の効率化への支援
５．更新時期にある農業共同施設の建て替え支援
６．農業人口を減少させないため、大規模経営だけでなく多様な農業経営者
　　への継続的な直接支払い等の拡大
７．農業・農村振興のため、農業関連人口の育成と確保
８．中山間地を含めた「農村政策」の推進
９．食料安全保障強化のため、農業予算の大幅な増額
10．収入保険の条件緩和（価格安定基金との併用可能に）

内閣総理大臣
農林水産大臣

▼国へ意見書を提出しました▼



9 令和７年５月26日発行　みよた議会だより　No.139 臨時会・表紙の写真

第１回臨時会 補正予算を可決
　令和７年第１回臨時会は２月６日に招集され、下記議案を審議しました。

全会一致の議案など
【町長提出】

条例の改正
議案 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 可決

議案 御代田町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例案 可決

予算　
議案 令和６年度御代田町一般会計補正予算案（第８号） 可決
議案 令和６年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算案（第４号） 可決
議案 令和６年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案（第４号） 可決
議案 令和６年度御代田小沼水道事業会計補正予算案（第４号） 可決
議案 令和６年度御代田町下水道事業会計補正予算案（第４号） 可決
契約

議案 令和６年度　債務負担　町単　道路維持管理事業　新車購入契約 可決
専決処分

報告 専決処分事項の報告（町道浅間幹線における車両損傷事故に係る損害賠償） 承認

賛否の分かれた議案など
議員名

議案名など

賛
　
　
成

反
　
　
対

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
議
決
結
果

山
本
今
朝
和

尾
関
　
充
紗

内
堀
　
綾
子

森
泉
　
謙
夫

黒
岩
　
　
旭

赤
田
　
憲
子

中
山
　
温
夫

山
浦
　
久
人

茂
木
　
重
幸

池
田
　
る
み

五
味
　
高
明

小
井
土
哲
雄

内
堀
喜
代
志

荻
原
　
謙
一

人事

議案 御代田町特別職の職員で常勤の者等の給
与に関する条例の一部を改正する条例案 12 1 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 可決

議案 議会の職員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例案 12 1 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 可決

※　○…賛成、×…反対　議長は採決に加わりませんので、「―」で表示します。（議長　14番　荻原　謙一）　　

表紙の写真 味工房「みよた」
　味工房「みよた」は、昔ながらの技術を後世に伝える目的を持ち活動を続け、おいしい
お味噌づくりを地元の女性グループ18名で取り組んでいます。
　工房で30kgのお米を大釜で蒸し、熱々なお米を手作業で冷ましながら、甘酒や味噌に
用いられる米こうじの仕込みをしています。（令和６年12月14日撮影）

臨時会ひとくちMEMO
　今回の条例改正と補正予算の主な理由は“人事院勧告”によるものです。
　人事院勧告とは…公務員は、使用者との交渉で給与を決められないため、人事院が一定規模以上の企業を
調査し、民間企業の社員と国家公務員の給与水準を合わせるべく、国家公務員の給料を勧告します。人事院
勧告が行われると、地方公務員の給与にも影響があります。
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一般質問Q&A
８人の議員が質問しました

３月定例会

一般質問とは、議員が町の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町に求め、
適切な町政運営を進めているか議員がチェックするものです。
この議会だよりでは、◎の項目を議員本人が要約執筆したものを掲載しています。

赤
あか

田
た

　憲
のり

子
こ

　　 P11 ◎防犯カメラ設置について
◎小中学校における防災教育について

森
もり

泉
いずみ

　謙
しず

夫
お

　　 P12 ◎長期的なごみの課題について  
○御代田町の汚水処理について

小
こ

井
い

土
ど

　哲
てつ

雄
お

　 P13 ◎駅前再整備について

尾
お

関
ぜき

　充
み

紗
さ

　　 P14 ◎「自助」に重きを置く防災について

山
やま

浦
うら

　久
ひさ

人
と

　　 P15 ◎マイナ保険証について

池
いけ

田
だ

　るみ　　 P16 ◎投票しやすい環境整備について
◎帯状疱疹ワクチン接種について
◎誰もが安心して授乳や搾乳ができる環境づくりに
　ついて

内
うち

堀
ぼり

　喜
き

代
よ

志
し

　 P17 ◎東原西軽井沢線の整備について
◎サウンディング型市場調査の実施について
○町長２期２年目の実績と公約実現について

内
うち

堀
ぼり

　綾
あや

子
こ

　　 P18 ◎中学校体育館の冷房設置及び建て替えを見越した
　小学校への設備導入の動向について   
◎龍神の杜公園ほか公園や町内施設の安全対策と
　管理運営について   
○浅間山関係機関との連携と現状について
○高齢の方・障がいのある方・子供のスポーツ少年団
　などの放課後活動の移動手段について
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YouTube
2次元コード

防犯カメラの設置状況は

３月末までに合計46台を設置

問
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
状
況
は
。

答
総
務
課
長

役
場
庁
舎
に
7
台
、

エ
コ
ー
ル
み
よ
た
に
8

台
、
小
中
学
校
3
校
に
14

台
、
公
立
保
育
園
2
園
に

8
台
、
児
童
館
2
館
に
8

台
を
設
置
、
建
物
外
で
は

公
園
に
3
台
、
さ
ら
に
3

月
末
ま
で
に
馬
瀬
口
地
下

道
に
1
台
を
設
置
す
る
こ

小
中
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
方
針
は

３
つ
の
資
質
・
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

問
現
在
の
小
中
学
校

の
防
災
教
育
は
。

避
難
訓
練
の
頻
度
や
実
施

内
容
は
。

答
教
育
次
長

小
学
校
で
は
学
年

に
応
じ
た
防
災
教
育
を
実

施
し
、
避
難
訓
練
は
年

3
回
程
度
実
施
し
て
い
る
。

　
地
震
や
火
災
、
放
送
機

器
不
使
用
を
想
定
し
た
情

報
伝
達
訓
練
や
、
児
童
引

渡
し
訓
練
も
実
施
し
て
い

る
。
中
学
校
で
は
災
害
の

種
類
や
対
応
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
読
み
取
り
、
災

害
情
報
の
取
得
や
避
難
方

法
に
つ
い
て
学
習
し
、
避

難
訓
練
は
年
2
回
実
施
し

て
い
る
。

問
今
後
の
防
災
教
育

方
針
は
。
そ
れ
に

基
づ
く
具
体
的
な
計
画
は
。

答
教
育
次
長

文
科
省
の
示
す

「
3
つ
の
資
質
・
能
力
」

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
て
る

こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
小
学
校
で
は
消
防
署
や

警
察
か
ら
の
出
前
授
業
や

防
災
倉
庫
を
活
用
し
た
学

習
の
実
施
、
中
学
校
で
は

令和７年度末までに合計56台が
設置予定。

生きる力を育む学校での安全教育。
（学校における防災教育の取組―文部科学省資料より）

赤
あか

田
た

　憲
のり

子
こ

議員

と
に
な
っ
て
い
る
。
既
存

の
3
台
に
加
え
、
令
和
7

年
3
月
末
ま
で
に
計
46
台

と
な
る
予
定
で
あ
る
。

問
今
後
の
設
置
計
画

は
。

答
総
務
課
長

令
和
7
年
度
は
、

駅
前
広
場
と
ト
イ
レ
に
各

1
台
、
駐
輪
場
に
2
台
で

計
4
台
。
さ
ら
に
栄
町
地

下
道
に
1
台
、
三
ツ
谷
地

下
道
に
2
台
で
計
3
台
を

設
置
予
定
で
あ
り
、
合
計

56
台
と
な
る
。
必
要
が
あ

れ
ば
こ
の
他
の
施
設
で
も

設
置
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
通
学
路
な
ど

へ
の
設
置
は
現
在
検
討
初

期
段
階
で
あ
り
、
課
題
を

整
理
し
た
上
で
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

問
個
人
宅
設
置
に
向

け
た
補
助
金
制
度

を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

答
町
長

ま
ず
は
幹
線
道
路

な
ど
へ
の
設
置
課
題
が
整

理
さ
れ
、
設
置
が
始
ま
っ

た
後
、
改
め
て
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
か
と
思

う
。

有
事
の
際
の
適
切
な
対
応

力
を
養
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。
総
務
課
と
連
携
し
、

学
校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
改
定
を
進
め
る
ほ
か
、

防
災
士
資
格
を
持
つ
小
中

学
校
教
職
員
8
名
を
中
心

に
、
防
災
意
識
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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YouTube
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問
可
燃
ご
み
と
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
有
料
指
定
袋
の
年

間
売
り
上
げ
は
。

答
町
民
課
長

可
燃
ご
み
大
が

１
万
２
千
380
ロ
ー
ル
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

が
６
千
250
ロ
ー
ル
で
、
売

上
高
は
可
燃
ご
み
大
が

866
万
６
千
円
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
が

437
万
５
千
円
で
あ
る
。

問
可
燃
ご
み
と
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
が
同
額
と
い
う
と
こ

ろ
に
問
題
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
が
無
料
に
な

れ
ば
、
分
別
に
手
間
を
か

け
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
で
出
し
た
く
な
る

と
思
う
が
。

答
町
民
課
長

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
有
料
指
定
袋

を
無
料
に
し
た
場
合
、
今

ま
で
汚
れ
た
ま
ま
有
料
の

可
燃
ご
み
の
指
定
袋
で

出
し
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
も
、
き
れ

い
に
し
て
無
料
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
指

定
袋
で
出
す
方
は
多
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。
今
ま
で
可
燃
ご

み
で
出
し
て
い
た
分
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

が
再
資
源
化
さ
れ
る
た
め

プラ指定袋の無料化の考えは

他自治体の有効な手段を調査研究

どちらも20枚で700円。

プラスチック製容器包装はキレイに洗って再資源化へ。

可
燃
ご
み
の
削
減
及
び
再

資
源
化
の
促
進
に
繋
が
る

と
考
え
る
。

問
町
側
は
「
町
民
の

皆
さ
ん
に
ご
み
分

別
を
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
」
と
捉
え
や
す
い

が
、
実
は
「
町
民
の
皆
さ

ん
は
こ
れ
ま
で
、
ご
み
の

分
別
に
対
し
て
多
大
な
協

力
を
し
て
き
た
実
績
が
あ

る
」
と
捉
え
る
べ
き
で
あ

る
。

　
町
が
町
民
の
実
績
に
感

謝
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
指
定
袋
の
無

料
化
を
皆
さ
ん
の
励
み
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
志

を
持
ち
、
長
期
的
な
ご
み

課
題
に
町
と
町
民
が
一
丸

と
な
っ
て
向
か
う
こ
と
が

行
政
と
し
て
望
ま
れ
る
姿

勢
で
は
な
い
か
。

答
町
民
課
長

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
指
定
袋
無
料

化
は
、
ご
み
減
量
化
及
び

ご
み
の
再
資
源
化
へ
の
有

効
な
手
段
に
な
る
と
考
え

る
が
、
国
が
示
す
基
本
的

な
方
針
や
排
出
量
に
応
じ

た
負
担
の
公
平
性
の
観
点

な
ど
、
多
方
面
か
ら
の
十

分
な
検
討
が
必
要
だ
と
考

森
もり

泉
いずみ

　謙
しず

夫
お

議員

え
て
い
る
。

問
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
指
定

袋
無
料
化
、
私
は
で
き
る

と
考
え
る
が
町
側
と
し
て

の
考
え
は
ど
う
か
。

答
町
民
課
長

指
定
袋
の
無
料
化

と
い
っ
た
他
自
治
体
で
実

践
さ
れ
て
い
る
有
効
な
手

段
を
含
め
調
査
研
究
し
、

さ
ら
な
る
ご
み
分
別
の
推

進
に
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
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小
こ

井
い

土
ど

　哲
てつ

雄
お

議員

YouTube
2次元コード

交番西を駐車場にすべきと思うが

交付金を活用し事業実施の検討

問
駅
周
辺
再
整
備
検

討
業
務
を
委
託
し

た
業
者
か
ら
、
令
和
6
年

度
末
ま
で
に
最
終
報
告
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
内
容
は
。

答
企
画
財
政
課
長
　

駅
北
側
ロ
ー
タ

リ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な

ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
駅

舎
の
新
改
築
、
送
迎
車
両

の
乗
降
場
の
確
保
に
加
え
、

駅
前
広
場
以
外
の
駐
車
場

整
備
や
、
に
ぎ
わ
い
創
出

の
た
め
の
環
境
整
備
に
関

す
る
部
分
ま
で
検
討
範
囲

を
広
げ
、
検
討
を
進
め
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

問
町
道
駅
前
５
号
線

（
栄
橋
か
ら
駅
に

向
か
う
道
路
）
の
完
成
時

期
は
。

答
建
設
水
道
課
長
　

都
市
構
造
再
編
集

中
支
援
事
業
の
国
庫
補
助

金
を
活
用
し
事
業
を
進
め

て
お
り
、
町
道
小
田
井
追

分
線
、
駅
前
５
号
線
と
も

に
用
地
交
渉
を
進
め
て
い 歩道が狭く、道路の勾配が急な駅前５号線。

る
。

　
契
約
が
整
い
次
第
、
令

和
７
年
度
中
に
既
存
建
物

な
ど
の
移
転
を
含
め
、
令

和
８
年
度
か
ら
工
事
着
手

予
定
で
あ
る
。

問
令
和
8
年
度
の
駅

前
５
号
線
工
事
予

定
は
。

答
建
設
水
道
課
長
　

栄
橋
交
差
点
か
ら

駅
方
向
へ
向
か
い
、
公
衆

ト
イ
レ
の
手
前
ま
で
を
今

回
の
工
区
と
い
う
計
画
を

し
て
い
る
。
工
期
は
令
和

8
年
度
お
よ
び
9
年
度
の

2
か
年
で
計
画
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
既
存
の
駅
前
ト
イ

レ
を
壊
さ
な
い
と

計
画
道
路
が
で
き
な
い
が
、

先
に
新
た
な
ト
イ
レ
を
建

て
替
え
る
計
画
は
。

答
建
設
水
道
課
長

現
在
と
同
じ
よ
う

な
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
を

計
画
に
位
置
付
け
、
設
置

場
所
の
選
定
な
ど
の
課
題

を
整
理
し
て
い
る
。
工
事

中
の
利
用
者
の
利
便
性
も

考
慮
し
、
計
画
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
交
番
西
側
の
沢
下

を
町
で
購
入
し
埋

め
立
て
、
代
わ
り
の
駐
車

場
に
す
べ
き
と
思
う
が
、

町
の
考
え
は
。

答
企
画
財
政
課
長
　

現
在
、
国
土
交
通

省
で
実
施
し
て
い
る
浅
間

山
直
轄
火
山
砂
防
事
業
に

お
い
て
多
く
の
残
土
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
た
め
、
残
土
確
保

の
協
議
を
現
在
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

財
源
に
つ
い
て
も
国
に
お

い
て
地
方
創
生
に
資
す
る

地
域
独
自
の
取
組
を
支
援

す
る
た
め
の
交
付
金
が
令

和
６
年
度
の
補
正
、
令
和

７
年
度
の
当
初
予
算
に
お

い
て
国
か
ら
示
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
国
土
交
通
省

の
残
土
と
、
こ
の
交
付
金

を
活
用
し
、
事
業
実
施
の

検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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問
町
民
が
特
に
意
識

を
し
、
備
え
る
べ

き
災
害
の
種
類
は
。

答
総
務
課
長

ま
ず
は
風
水
害
へ

の
備
え
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
気
象
情
報
や
警
報
の
レ

ベ
ル
に
応
じ
、
自
身
や
家

族
が
ど
う
い
っ
た
対
応
を

す
る
か
を
あ
ら
か
じ
め
決

め
て
お
く
マ
イ
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
作
成
が
有
効
だ
と

考
え
て
い
る
。

　
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
防

災
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
質
問
に

答
え
て
い
く
だ
け
で
、
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成

す
る
機
能
を
実
装
し
た
た

め
、
利
用
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

尾
お

関
ぜき

　充
み

紗
さ

議員

問
町
が
選
定
し
た
防

災
グ
ッ
ズ
の
あ
っ

せ
ん
販
売
を
お
こ
な
う
考

え
は
。

答
総
務
課
長

あ
っ
せ
ん
販
売
に

つ
い
て
の
検
討
は
こ
れ
か

ら
に
な
る
が
、
課
題
を
解

決
で
き
る
方
式
で
の
検
討

を
始
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
た
だ
販
売
委
託

す
る
だ
け
で
な
く
、
防
災

教
育
や
障
害
者
福
祉
を
絡

め
た
事
業
と
し
て
い
か
れ

れ
ば
、
町
全
体
の
防
災
意

識
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

た
め
、
他
部
署
と
と
も
に

連
携
し
、
波
及
効
果
の
高

い
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
並
び
に
耐
震

補
強
工
事
に
つ
い
て
、
現

在
は
対
象
と
な
る
住
宅
が

１
９
８
１
年
５
月
31
日
以

前
に
工
事
、
着
工
さ
れ
た

住
宅
と
な
っ
て
い
る
。

　
対
象
と
な
る
住
宅
を
い

わ
ゆ
る
２
０
０
０
年
基
準

に
拡
充
す
る
考
え
は
。

防災情報に簡単にアクセスできる「町公式LINE」。

YouTube
2次元コード

町民が備えるべき災害の種類は

まずは風水害への備えを

答
建
設
水
道
課
長

当
町
の
住
宅
の
耐

震
化
率
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
５
月
１
日
時
点
で

耐
震
性
を
満
た
す
建
物
が

６
千
576
戸
で
、
耐
震
化
率

74
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
７
年
度
に
お
け
る
耐

震
化
率
の
目
標
を
90
％
と

し
て
い
る
中
で
、
目
標
を

か
な
り
下
回
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
耐
震
改
修
費

用
が
高
額
と
い
う
の
が
主

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
で
は
旧
耐
震
基
準
を

満
た
さ
な
い
建
築
物
の
耐

震
化
の
促
進
を
強
化
す
る

た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら

耐
震
改
修
工
事
費
の
補
助

金
の
上
限
を
100
万
円
か
ら

115
万
円
に
、
解
体
費
用
の

補
助
金
額
の
上
限
を
83
万

８
千
円
か
ら
97
万
８
千
600

円
に
増
額
す
る
。

　
ま
ず
は
倒
壊
の
恐
れ
が

最
も
高
い
旧
耐
震
基
準
以

前
の
住
宅
の
改
修
を
最
優

先
に
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
、
現
時
点
で
は
２
０
０

０
年
基
準
の
家
屋
ま
で
拡

大
す
る
予
定
は
な
い
。
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資格確認証のイメージ図。（厚生労働省HPから引用）

読み取りに３回失敗するとロックがかかる。
（厚生労働省HPから引用）

YouTube
2次元コード

マイナ保険証のない人には

毎年資格確認書を交付していく

問
マ
イ
ナ
保
険
証
が

な
い
人
に
は
資
格

確
認
書
が
発
行
さ
れ
る
が
、

有
効
期
限
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

当
町
は
、
資
格
確

認
書
の
有
効
期
限
を
令
和

７
年
７
月
31
日
ま
で
と
し

て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
も

マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し

て
い
な
い
方
に
は
、
毎
年

そ
の
有
効
期
限
が
満
了
と

な
る
前
に
、
資
格
確
認
書

を
交
付
し
て
い
く
。

問
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
と
は
何
に
使

用
す
る
も
の
か
。
ま
た
、

ど
う
い
う
形
で
届
け
ら
れ

る
の
か
。

答
保
健
福
祉
課
長

マ
イ
ナ
保
険
証
の

保
有
者
が
自
身
の
被
保
険

者
資
格
な
ど
を
簡
単
に
確

認
で
き
る
た
め
に
交
付
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

70
歳
以
上
で
マ
イ
ナ
保
険

証
を
保
有
し
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
、
申
請
手
続
き

な
し
で
、
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
く
。

問
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

は
ど
ん
な
サ
ー
ビ

ス
か
。

答
企
画
財
政
課
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
ア
ク

セ
ス
す
る
事
に
よ
り
、
行

政
機
関
な
ど
が
持
っ
て
い

山
やま

浦
うら

　久
ひさ

人
と

議員

る
自
身
の
特
定
個
人
情
報

の
確
認
や
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
た
め
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。

問
マ
イ
ナ
保
険
証
を

使
う
際
、
確
認
に

失
敗
す
る
と
ロ
ッ
ク
が
か

か
る
が
、
そ
の
回
数
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

３
回
連
続
で
失
敗

す
る
と
ロ
ッ
ク
が
か
か
っ

て
し
ま
う
と
の
こ
と
で
あ

る
。問

緊
急
搬
送
で
患
者

本
人
の
意
識
が
な

い
場
合
、
医
療
現
場
の
判

断
で
患
者
の
情
報
を
読
み

取
る
事
が
で
き
る
か
。

答
保
健
福
祉
課
長

医
療
機
関
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
い
っ
た
ん

は
自
費
負
担
で
、
本
人
が

回
復
さ
れ
た
際
に
保
険
の

確
認
を
し
、
医
療
費
の
請

求
を
し
て
い
く
と
い
う
回

答
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
在
宅
医
療
を
受
け

て
い
る
人
が
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
を
受
け
る
場

合
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は
使

え
る
か
。

答
保
健
福
祉
課
長

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

な
ど
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利

用
は
可
能
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

問
マ
イ
ナ
保
険
証
を

紛
失
、
破
損
し
た

場
合
、
再
発
行
に
か
か
る

費
用
と
日
数
は
。

答
町
民
課
長

通
常
発
行
の
場
合
、

合
計
1
千
円
、
日
数
は
お

お
よ
そ
1
か
月
で
あ
る
。

問
引
っ
越
し
、
転
職
、

定
年
退
職
、
ま
た

死
亡
し
た
場
合
の
手
続
き

は
。答

保
健
福
祉
課
長

従
来
ど
お
り
、
異

動
届
な
ど
の
手
続
き
が
必

要
と
な
る
。
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問
町
外
の
滞
在
地
に

お
い
て
、
不
在
者

投
票
の
利
用
状
況
は
。

答
選
挙
管
理
委
員
会

書
記
長

　
令
和
6
年
の
衆
議
院
総

選
挙
で
は
8
名
、
令
和
5

年
の
御
代
田
町
長
選
挙
で

は
11
名
の
利
用
が
あ
っ
た
。

問
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

の
ぴ
っ
た
り
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
た
投
票
用

紙
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

導
入
は
。

答
選
挙
管
理
委
員
会

書
記
長

　
導
入
し
て
い
る
近
隣
自

治
体
に
聞
き
と
り
、
導
入

に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

　
選
挙
人
の
利
便
性
向
上

が
望
め
る
と
考
え
て
お
り
、

導
入
で
き
る
よ
う
に
進
め

池
いけ

田
だ

　るみ議員

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

YouTube
2次元コード

投票用紙のオンライン申請導入は

導入できるよう進めていきたい

庁
舎
内
に
授
乳
室
の
設
置
は

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
補
助
事
業
継
続
は

継
続
し
て
い
く

問
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
が

開
始
と
な
っ
た
場
合
、
任

意
予
防
接
種
費
用
補
助
金

の
事
業
が
継
続
さ
れ
て
い

く
の
か
心
配
を
す
る
声
を

伺
う
。
補
助
金
事
業
の
継

続
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

定
期
接
種
と
並
行

し
て
、
令
和
7
年
度
以
降

も
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
、
新
年
度
予
算
案
に

計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

問
役
場
庁
舎
内
の
授

乳
室
の
設
置
の
考

え
は
。

答
総
務
課
長

現
在
、
必
要
と
す

る
方
に
は
保
健
セ
ン
タ
ー

内
の
授
乳
室
を
利
用
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
セ
ン

問
4
月
1
日
か
ら
定

期
接
種
化
と
な
る

が
、
現
在
の
準
備
の
進
捗

状
況
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

令
和
7
年
度
の
定

期
接
種
の
対
象
者
は
1
千

人
程
度
で
、
そ
の
抽
出
は

終
了
し
て
い
る
。

　
対
象
者
に
は
定
期
接
種

の
予
診
票
を
4
月
以
降
の

な
る
べ
く
早
い
段
階
で
送

付
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
る
。

タ
ー
が
施
錠
し
て
使
用
し

て
い
な
い
場
合
は
、
職
員

が
帯
同
し
た
上
で
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
授
乳

室
の
活
用
を
含
め
、
引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

正面玄関を入った右側のエコールみよた授乳スペース。

問
授
乳
室
は
搾
乳
を

す
る
こ
と
も
あ
る

と
思
う
が
、
一
般
的
に
理

解
が
進
ん
で
い
な
い
。

　
エ
コ
ー
ル
み
よ
た
の
授

乳
ス
ペ
ー
ス
へ
搾
乳
ス

ペ
ー
ス
の
併
記
が
必
要
と

考
え
る
が
。

答
教
育
次
長

令
和
7
年
度
予
算

で
個
室
で
鍵
の
か
か
る
設

置
型
の
授
乳
室
を
予
定
し

て
い
る
。

　
授
乳
だ
け
で
な
く
搾
乳

も
で
き
る
の
で
、
併
記
は

も
ち
ろ
ん
広
く
周
知
し
安

心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
て
い
く
。
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内
うち

堀
ぼり

喜
き

代
よ

志
し

議員

YouTube
2次元コード

東原西軽井沢線のスケジュールは

７月末頃をめどに発注の準備

問
東
原
西
軽
井
沢
線

は
、
令
和
７
年
度

に
工
事
着
工
と
な
り
、
無

電
柱
化
と
通
学
路
を
前
提

と
し
た
歩
道
を
整
備
す
る

と
聞
い
て
い
る
。

　

無
電
柱
化
と
歩
道
整

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
は

令
和
７
年
度
後
半
の
実
施
を
予
定

備
の
実
施
内
容
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
建
設
水
道
課
長

無
電
柱
化
計
画
は
、

現
在
、
町
道
御
代
田
佐
久

線
の
交
差
点
か
ら
、
町
道

一
里
塚
国
道
線
ま
で
の
326

ｍ
間
の
詳
細
設
計
を
委
託

し
、
本
年
７
月
に
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
歩
道
は
、
道
路
構
造
令

に
準
じ
、
２・
５
ｍ
の
両

側
歩
道
を
計
画
し
、
歩
行

者
の
安
全
を
確
保
し
て
い

く
。

　
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
町
道
御
代
田
佐
久
線

交
差
点
側
か
ら
東
側
の
約

130
ｍ
の
区
間
を
３
工
区
と

し
、
３
工
区
の
終
わ
り
か

ら
東
側
の
一
里
塚
国
道
線

延伸工事を待つ東原西軽井沢線。

再開発が待たれる駅周辺。

問
東
原
西
軽
井
沢
の

延
伸
工
事
を
実
施

し
な
が
ら
、
令
和
７
年
度
、

駅
前
再
開
発
に
つ
い
て
民

間
事
業
者
の
意
見
や
新
た

な
事
業
提
案
を
聞
く
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

を
実
施
予
定
と
の
こ
と
。

　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
の
内
容
と
実
施
時

期
は
。

答
企
画
財
政
課
長

駅
周
辺
整
備
事
業

の
令
和
７
年
度
、
８
年
度

の
２
か
年
に
つ
い
て
は
、

事
業
化
に
向
け
た
整
備
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
都
市

構
造
再
編
集
中
支
援
事
業

の
国
庫
補
助
申
請
に
向
け

た
事
業
計
画
を
固
め
る
期

間
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
の
駅
周
辺

再
整
備
計
画
は
、
し
な
の

鉄
道
と
の
協
議
、
用
地
交

渉
、
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

市
場
調
査
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。

　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
は
、
民
間
事
業
者

か
ら
多
様
な
意
見
や
提
案

を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
独

創
的
な
活
用
方
法
な
ど
新

た
な
発
見
に
つ
な
げ
る
た

め
に
も
、
公
募
条
件
を
柔

軟
に
設
定
し
、
民
間
事
業

者
の
参
入
意
欲
を
少
し
で

も
高
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
実
施
時
期
は
、
令
和
７

年
度
後
半
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。

ま
で
の
区
間
196
ｍ
を
５
工

区
と
し
、
こ
の
２
つ
の
区

間
を
優
先
し
て
、
用
地
交

渉
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
電
線
共
同
溝
の
詳
細
設

計
が
完
了
す
る
７
月
末
頃

を
め
ど
に
、
発
注
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。
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内
うち

堀
ぼり

　綾
あや

子
こ

議員
問
冷
房
設
置
工
事
の

学
校
行
事
へ
配
慮

と
対
応
は
。

答
教
育
次
長

年
度
当
初
に
設
計

業
務
の
入
札
を
し
、
設
計

に
着
手
す
る
。
設
計
期
間

は
２
か
月
半
ほ
ど
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
業
務
完
了
→
工
事
入
札

→
落
札
業
者
と
仮
契
約
締

結
→
議
会
承
認
→
工
事
着

手
と
進
む
。
工
事
期
間
は

10
月
頃
か
ら
来
年
の
２
月

末
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

　
工
事
の
際
に
は
、
学
校

と
協
議
し
、
行
事
に
支
障

が
な
い
日
程
で
調
整
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

YouTube
2次元コード

冷房工事の中学校行事への配慮は

行事に支障のない日程で調整

今夏には間に合わないが16基設置予定の中学校体育館ギャラリー。

「中学生がスポーツをする姿は幼い子たちの
あこがれとなり未来にもつながる」との声
があった。

照
度
基
準
３
ル
ク
ス
へ
の
取
組
み
は

関
係
部
局
と
協
議
検
討
し
対
応
し
た
い

問
公
園
の
遊
歩
道
な

ど
は
経
年
劣
化
が

進
み
、
修
繕
箇
所
も
見
ら

れ
る
。

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で

も
整
備
を
要
す
る
部
分
が

多
く
み
ら
れ
る
。
遊
具
周

辺
を
含
め
た
整
備
に
つ
い

て
町
の
見
解
と
対
応
は
。

答
建
設
水
道
課
長

御
代
田
公
園
施
設

長
寿
命
化
計
画
で
は
、
遊

具
以
外
の
公
園
施
設
も
計

画
的
な
修
繕
や
更
新
時
期

を
策
定
し
て
い
る
。

　
公
園
施
設
の
利
用
頻
度

に
よ
っ
て
は
、
計
画
を
前

倒
し
て
修
繕
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

担
当
職
員
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
で
破
損
な
ど
を
確

認
し
た
場
合
は
、
予
算
の

範
囲
内
で
修
繕
を
し
、
公

園
利
用
者
の
安
全
安
心
に

努
め
て
い
く
。

問
警
視
庁
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り
推

進
要
綱
で
は
、
公
園
や
駐

車
場
な
ど
の
照
度
基
準
は

３
ル
ク
ス
と
さ
れ
て
い
る
。

　
公
園
の
照
明
照
度
基
準

３
ル
ク
ス
を
目
指
し
、
地

面
か
ら
照
ら
す
こ
と
で
光

の
害
を
少
な
く
、
支
柱
も

い
ら
ず
、
照
度
を
得
ら
れ

る
地
面
埋
め
込
み
式
の
ラ

イ
ン
ラ
イ
ト
設
置
を
提
案

す
る
が
、
こ
の
提
案
も
含

め
町
の
取
組
み
は
。

答
建
設
水
道
課
長

更
新
の
際
に
関
係

部
局
と
協
議
し
、
総
合
的

に
検
討
し
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
龍
神
の
杜
公
園
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

よ
い
状
況
で
は
な
い
。
改

修
の
必
要
を
感
じ
る
。
夕

方
の
部
活
な
ら
ば
照
明
も

必
要
で
あ
り
コ
ー
ト
は
打

ち
直
し
の
必
要
も
感
じ
る
。

今
後
の
整
備
は
。

答
教
育
次
長

専
門
業
者
に
現
場

を
み
て
も
ら
い
、
公
園
を

管
理
し
て
い
る
建
設
水
道

課
と
も
協
議
を
し
、
今
後

の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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議会運営委員会　視察研修報告

30
1
　

神
奈
川
県
葉
山
町

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災

害
時
の
議
会
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
昇
華
さ

せ
て
議
会
業
務
継
続
計
画（
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

を
策
定
し
て
い
ま
し
た
。
発
災
直
後
の
初

動
期
、
中
期
、
復
旧
期
の
行
動
指
針
を
風

水
害
、
地
震
、
大
規
模
感
染
症
編
と
災
害

種
別
ご
と
に
整
理
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
議

事
機
関
と
し
て
の
対
応
と
議
員
個
人
と
し

て
の
対
応
が
迅
速
に
取
れ
る
よ
う
に
図
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
基
本
条
例
に
つ
い

て
も
学
び
ま
し
た
。

　
　
　

  

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
、

　
　
　

  

ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
株

式
会
社
（
東
京
本
部
）

　
昨
年
10
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

し
た
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
は
、

こ
の
10
年
間
の
取
り
組
み
や
現
在

の
展
開
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
株
式
会
社
で

は
、
ク
ロ
ス
テ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
見
学
、
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。 災

害
時
の
対
応「
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」を
学
ぶ製品や技術に対する理解や親交を深めた。

（クロステックミュージアム）

山本太郎先生は、天皇陛下へ新型コロナなど感染症の進講役も
務められた。

委員長　池
いけ

田
だ

るみ

　御代田町議会では、議会災害時行動マ
ニュアルが策定されています。
　激甚化する自然災害に備えて、マニュ
アルを基に平時の訓練や議会 BCP 策定の
必要性を感じました。

31
1

議 員 研 修 会 議員のさらなる資質向上をはかり、
住民福祉の向上に役立てます。

１月17日   
　北佐久郡議会と佐久市議会の合同で開催し、浅間総
合病院（当時）の山

や ま も と

本太
た ろ う

郎先生から「大きな物語と小
さな、でも大切な物語～研究や国際協力の中で学んだ
こと～」を演題にご講演いただきました。

１月21日   
　県広報研修会が開催され、一般社
団法人自治体広報広聴研究所代表理
事の金

か な い

井茂
し げ き

樹先生から「伝わる議会
報の企画と編集」を演題にご講演い
ただき、みよた議会だよりへのアド
バイスもいただきました。

２月３日   
　軽井沢町議会との合同で開催し、
内
う ち

田
だ

一
か ず

夫
お

先生から「質問で議会機能
を高めよう」を演題に、ご講演いた
だきました。
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燃
料
や
物
価
の
高
騰
な
ど
、

当
町
を
取
り
巻
く
環
境
に
お

い
て
も
課
題
は
山
積
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
3
月
定

例
会
で
は
副
町
長
、
教
育
長

と
も
に
全
会
一
致
で
の
同
意

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
度
よ
り
新
た
に
政
策
推
進

課
を
加
え
た
部
局
の
体
制
に

よ
っ
て
、
事
業
推
進
へ
の
期

待
も
高
ま
り
、
役
場
内
に
も

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
空
気
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

任
期
ま
で
残
り
4
か
月
足

ら
ず
と
な
り
ま
し
た
が
、
議

会
だ
よ
り
が
大
き
な
町
民
益

と
な
り
、
幅
広
く
浸
透
す
る

た
め
の
議
論
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
泉　
謙
夫

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
尾
関　
充
紗

　
　
副
委
員
長　
森
泉　
謙
夫

　
　
委　
　
員　
内
堀
喜
代
志

　
　
　
　
　
　
　
池
田　
る
み

　
　
　
　
　
　
　
中
山　
温
夫

　
　
　
　
　
　
　
赤
田　
憲
子

　
　
　
　
　
　
　
黒
岩　
　
旭

　
　
　
　
　
　
　
内
堀　
綾
子

編
集
後
記

町
の
み
な
さ
ん
の〝
声
〟
を
お
届
け
し
ま
す

み
ん
な
の
声

　自然豊かなこの地に魅
せられ移住し、地域課題
の解決を目指して会社を
設立しました。今は特に
空き家や物件管理の問題
に力を入れています。
　買って売るのではなく、オーナー様の想
いに寄り添い、大切に活用することを第一
に考えています。「どうにかしたい」と感じ
たら、ぜひ私にご相談ください。本気で向
き合います。

前号を読んだ感想は？
　町民と議会の語る会の
開催はとてもよいと思い
ました。町民や地域の現
状や課題が生の声として
届けることができると思います。
　また表紙の写真に感動です。カーリング
をする小学生の真剣で前向きな姿に心が洗
われました。
議会や町行政へのご意見を！
　普段の会話から行政につながることはな
いかといつもアンテナを張り実現してくだ
さり感謝しています。これから高齢者の世
帯が増える中、たとえばゴミ出しなど、ご
近所で声をかけ合い、助け合えるようにで
きればと思っています。

佐
さ

光
こ う

  信
の ぶ

之
ゆ き

さん木
き

曽
そ

  美
み

幸
ゆ き

さん

み よ た で 暮 ら し て議会だよりを読んで

次回定例会は5月30日開会予定
　本会議及び委員会の傍聴ができます。
希望される方は、議会事務局で受付して
ください。
　日程は決まり次第、町ホームページで
お知らせします。

こちらをスマートフォンで
読み取っていただくと、町
ホームページ「御代田町議会」
のページに繋がります。


